
 

 
はじめに 

九電グループは、2021 年 4 月に「九電グループカーボンニュートラルビジョン 2050」を策定

し、カーボンニュートラルの実現に挑戦するとともに、低・脱炭素のトップランナーとして九州から

日本の脱炭素をリードする企業グループを目指すことを宣言しました。さらに、中長期的な経営の方

向性として 2025 年 6 月に「九電グループ経営ビジョン 2035」を策定し、電源の低・脱炭素化と

電化の推進を柱として、カーボンマイナスへの挑戦を続けていきます。 

水力発電は、安定した出力を長期的に維持することが可能な脱炭素電源として重要であり、昨今の

気候変動対策やカーボンニュートラルの動きから、その価値を見直し、利活用を推進する国際的な機

運が高まっています。 

本事業は、筑後川水系の上下流方向に隣接している既設の下筌（しもうけ）ダムと松原ダムが有し

ている発電用の利水容量を活用し、発電出力 10 万 kW 級の揚水発電設備を新たに建設するもので

す。また、本事業は、当社と河川管理者である国土交通省九州地方整備局とが連携して、筑後川水系

の松原ダムと下筌ダムを活用した揚水発電の導入可能性及び治水機能の増強について検討を進めて

いるもの（注）であり、本検討については「新しい水循環施策の方向性について」（令和 6 年 4 月

2 日、内閣官房水循環政策本部会合）において示された「流域単位での水力エネルギーの有効活用な

ど『流域総合水管理』の推進」に資するものであり、カーボンニュートラルの実現に寄与するものと

考えています。運転開始は、2038 年を予定しています。 

このあらましは、計画段階環境配慮書の概要をまとめたものです。ご一読いただき、本計画に対す

る皆さまのご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

注：取組み概要は、以下を参照ください。 
 

 

 
注：GX（グリーン・トランスフォーメーション）とは、化石エネルギーを中心とした現在の産業構造・社会構造をクリーンエネ

ルギー中心へ転換する取り組みのことです。 

（仮称）下筌・松原揚水発電所新設計画 

計 画 段 階 環 境 配 慮 書 の あ ら ま し 

≪参考≫ 

「松原ダム・下筌ダムの更なる水力発電の増強について九州電力と国土交通省九州地方整備局が

連携して検討をはじめます」（九州電力㈱プレス、令和 6 年 6月 25 日）より加筆引用 



 

事業の概要 

事 業 の 名 称 （仮称）下筌・松原揚水発電所新設計画 

事 業 実 施 想 定 区 域 の 所 在 地 大分県日田市、熊本県小国町 

 発電所の原動力の種類及び出力等 

項 目 単位 
新 設 （参考）既 設（注） 

（仮称）下筌・松原揚水発電所 下筌発電所 松原発電所 

原動力の種類 － 
水力 

（揚水式） 

水力 

（貯水池式） 

水力 

（貯水池式） 

最大出力 kW 10 万級 15,000 50,600 

水系名 － 筑後川水系 筑後川水系 筑後川水系 

流域面積 

下筌ダム 

（上部ダム） 
km2 

185.0 185.0 － 

松原ダム 

（下部ダム） 
491.0 － 491.0 

有効貯水

容量 

下筌ダム 

（上部ダム） 
千ｍ3 

52,300 52,300 － 

松原ダム 

（下部ダム） 
47,100 － 47,100 

注：「（参考）既設」は、当社が設置している既設の水力発電所であり、揚水発電所新設後も継続して運用します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業実施想定区域 

 

衛星画像：Esri 社公開（Maxar 社撮影） 

注：事業実施想定区域は、土捨場工事等を行う可能性のある範囲

を包含するよう広く設定しています。 



 

工事工程 

年数 

項目 
1 2 3 4 5 6 7 8 

水路・発電所工事 

          
   

          

土捨場工事 

       
  

       

試運転        
 

 

 
 

位置・規模・構造等 発電所の配置計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

揚水発電所の仕組み（概念図） 

 

 

  

 位置及び規模  

水資源の有効活用と環境保全の観点から、筑後川水系上流にある既設の下筌ダムと松原ダムが有して

いる発電用の利水容量を活用した揚水発電所を設置するものであり、規模に関しては、10 万 kW 級の

単一案としました。 

 構造、設備の配置計画  

揚水式発電に係る発電所設備（取水口、水路、発電所建屋、放水口等）や土捨場の配置に当たっては、

設置する可能性のある場所（候補）を包含した範囲において、方法書以降の手続きの中で、以下の観点

から絞り込みを行う計画としています。 

① 発電所設備（取水口、水路、発電所建屋、放 

水口等） 

・自然関係法令等規制 

・地質調査による水路ルートの選定 

・工事による発生土抑制 

・工事及び施設の存在による環境への影響 など 

② 土捨場 

・自然関係法令等規制 

・工事及び施設の存在による環境への影響 

・土捨場へのアクセス性、運用      など 

≪発電所主要設備の概要≫ 

項 目 諸 元 

水 路 
延 長 約 5,700m 

内 径 約 8m 

サージタンク 

構 造 鉄筋コンクリート造 

内 径 約 20m 

高 さ 
約 10m（地上） 

約 90m（地下） 

発電所建屋 

構 造 鉄筋コンクリート造 

高 さ 
約 30m（地上） 

約 90m（地下） 

幅 約 35m 

長 さ 約 60m 

水 車 
型 式 立軸フランシス水車 

最大出力 10 万 kW 級 

【揚水時】 

 電力需要が少ない時に、下筌ダム

（上部ダム）に水をくみ上げる。 

《蓄電池の役割》 

 

【発電時】 

 電力需要が高い時に、松原ダム（下

部ダム）へ落水させて発電する。 

▼運転開始 

▼着工 



 

筑後川水系の水利使用模式図 ＊本事業の揚水発電（新設）の計画を参考表記 

 

 
 

 

計画段階配慮事項の選定 

計画段階配慮事項は、「発電所に係る環境影響評価の手引」（経済産業省、令和 7 年）を参考に、本事業

の特性及び事業を行う地域の特性に関する情報を踏まえ検討し、事業の計画段階において特に環境影響が

大きいと想定される以下の事項を選定しました。 
環境要素の区分 影響要因の区分 

動物、植物、生態系 
重要な種及び注目すべき生息地、重要な種及び重要な

群落、地域を特徴づける生態系 地形改変及び 

施設の存在 景観 主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観 

人と自然との触れ合いの活動の場 主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

注：発電所設備を新たに設置する工事や土捨場造成工事等の実施に伴い、表中の環境要素に重大な影響が生じる可能性が考えられ

ることから、計画段階配慮事項として選定しました。 

 

計画段階配慮事項の調査の結果 

調査は、入手可能な最新の文献その他の資料により、事業実施想定区域及びその周囲における動植物

の重要な種や主要な眺望点などの分布状況を把握しました。 

動物 

・動物の重要な種として、事業実施想定区域及びその周囲において、哺乳類

10 種、鳥類 28 種、爬虫類 4 種、両生類 7 種、昆虫類 31 種、魚類 8 種、

底生動物及び水生昆虫類 15 種が確認されています。 

・動物の注目すべき生息地は、事業実施想定区域及びその周囲において、鳥獣

保護区等があります。 

植物 

・植物の重要な種として、事業実施想定区域及びその周囲において、シダ植物

3 種、種子植物 61 種が確認されています。 

・重要な群落は、事業実施想定区域及びその周囲において、「河岸断がいのア

ラカシ林」があります。 

生態系 

・事業実施想定区域及びその周囲には、重要な自然環境のまとまりの場とし

て、特定植物群落の河岸断がいのアラカシ林、耶馬日田英彦山国定公園、津

江山系県立自然公園、松原下筌ダム鳥獣保護区、下筌松原ダム鳥獣保護区

等、自然植生のアラカシ群落、イスノキ-ウラジロガシ群集等及び水源かん

養保安林が分布しています。 

景観 ・事業実施想定区域及びその周囲の眺望点として、「田来原美しい森づくり公

園」、「松原ダム」等、景観資源として、「吾々路渓谷」、「下筌ダム」等が分

布しています。 

人と自然との触れ合いの活動の場 ・事業実施想定区域及びその周囲の人と自然との触れ合いの活動の場とし

て、「田来原美しい森づくり公園」、「大山ダム・烏宿湖（うしゅくこ）」等が

分布しています。 

 

下筌ダムは松原ダム貯水池の上流に隣

接しており、本事業の実施に当たって、

新たな減水区間の発生はなく、河川維

持流量の減水も生じません。 



 

計画段階配慮事項の予測及び評価の結果（１/2） 

予測及び評価は、事業実施想定区域における当該情報の分布の有無を整理するとともに、地形改変及

び施設の存在による変化を予測し、評価を行いました。 

動物 

評価結果 

事業実施想定区域に存在する樹

林、草地、河川、湖沼等を主な生息

環境とする重要な種については、

直接改変による生息環境の変化が

生じる可能性があります。また、鳥

獣保護区についても、直接改変に

よる生息地の分布状況の変化が生

じる可能性がありますが、方法書

以降の環境影響評価手続きにおい

て、以下に示す事項に留意するこ

とにより、地形改変及び施設の存

在に伴う動物への重大な環境影響

を回避又は低減できる可能性が高

いと評価します。 

 
≪配慮書記載情報の一例：動物の注目すべき生息地≫ 

方 法 書 以

降 の 手 続

き に お い

て 留 意 す

る事項 

・現地調査により、事業実施想定

区域及びその周囲における重要

な種の生息状況及び注目すべき

生息地の分布状況を把握しま

す。 

・本事業計画の検討を進めるに当

たっては、現地調査結果等を踏

まえるとともに、改変面積の最

小化や重要な種の生息状況及び

注目すべき生息地の分布状況に

配慮した改変区域を検討しま

す。 

 

植物 

評価結果 

事業実施想定区域に存在する樹

林、林縁、草地、河川等を主な生育

環境とする重要な種については、

直接改変による生育環境の変化が

生じる可能性があります。また、

「河岸断がいのアラカシ林」の一

部、ヤマモミジ、シラカシ、ケヤキ、

イチョウ、スギ等の巨樹・巨木林に

ついても、直接改変による分布状

況の変化が生じる可能性がありま

すが、方法書以降の環境影響評価

手続きにおいて、以下に示す事項

に留意することにより、地形改変

及び施設の存在に伴う植物への重

大な環境影響を回避又は低減でき

る可能性が高いと評価します。 

 
≪配慮書記載情報の一例：重要な群落の状況≫ 

方 法 書 以

降 の 手 続

き に お い

て 留 意 す

る事項 

・現地調査により、事業実施想定

区域及びその周囲における重要

な種の生育状況及び重要な群落

の分布状況を把握します。 

・本事業計画の検討を進めるに当

たっては、現地調査結果等を踏

まえるとともに、改変面積の最

小化や重要な種の生育状況並び

に重要な群落及び巨樹・巨木林

の分布状況に配慮した改変区域

を検討します。 



 

計画段階配慮事項の予測及び評価の結果（2/2） 

生態系 

評価結果 

重要な自然環境のまとまりの場である特定植物群落の河岸断がいのアラカシ

林、耶馬日田英彦山国定公園、津江山系県立自然公園、松原下筌ダム鳥獣保

護区、下筌松原ダム鳥獣保護区等、自然植生のアラカシ群落、イスノキ-ウラ

ジロガシ群集等及び水源かん養保安林が直接改変による分布状況の変化が生

じる可能性がありますが、方法書以降の環境影響評価手続きにおいて、以下

に示す事項に留意することにより、地形改変及び施設の存在に伴う生態系へ

の重大な環境影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価します。 

方法書以降の手続き

において留意する事

項 

・現地調査により、事業実施想定区域及びその周囲における生態系の状況を

把握します。 

・本事業計画の検討を進めるに当たって、現地調査結果等を踏まえるととも

に、改変面積の最小化や生態系に配慮した改変区域を検討します。 

 

景観 

評価結果 

① 眺望点及び景観資源への影

響 

事業実施想定区域の眺望点であ

る「松原ダム遊覧船」については、

松原ダム貯水池内に放水口等が

存在することとなりますが、改変

は水中であることから、地形改変

及び施設の存在に伴う眺望点へ

の環境影響はないと評価します。

事業実施想定区域の景観資源は、

いずれも事業による改変は行わ

ない計画であることから、環境影

響はないと評価します。 

② 眺望点からの発電所設備の

視認可能性 

予測の結果、「松原ダム」及び「松

原ダム遊覧船」からは、サージタ

ンク及び発電所建屋が視認され

る可能性がありますが、方法書以

降の環境影響評価手続きにおい

て、以下に示す事項に留意するこ

とにより、地形改変及び施設の存

在に伴う眺望景観への重大な環

境影響を回避又は低減できる可

能性が高いと評価します。 

 

≪配慮書記載情報の一例：眺望点の位置及び可視領域図≫ 

方 法 書 以

降 の 手 続

き に お い

て 留 意 す

る事項 

・樹木の伐採範囲の最小化、「日

田市景観計画」及び「小国町景

観計画」を踏まえた周辺環境と

調和した色彩の採用等の環境

保全措置を検討し、環境影響の

回避・低減に努めます。 
 

人と自然と

の触れ合い

の活動の場 

評価結果 

事業実施想定区域の人と自然との触れ合いの活動の場である「松原ダム・梅林湖」

については、松原ダム貯水池内に放水口等が存在することとなります。また、「下

筌ダム・蜂の巣湖」については、下筌ダム貯水池内に取水口等が存在することと

なりますが、改変は水中であることから、地形改変及び施設の存在に伴う人と自

然との触れ合いの活動の場への重大な環境影響はないと評価します。 

方法書以降の手続

きにおいて留意す

る事項 

現地調査により、主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用状況、アクセス

ルート等を把握した上で、本事業計画による当該活動の場へのアクセスに及ぼす

影響について、適切な環境保全措置を検討し、環境影響の回避・低減に努めます。 

今後、方法書以降の手続きにおいて、より詳細な調査を実施し、改変面積の最小化等、適切な環境保全

措置を検討するとともに、関係機関等と連携し揚水発電に伴う貯水池環境への影響確認や必要な措置等を

検討・協議してまいります。  



 

環境影響評価の手続き 

令和８年 8 月 27 日 計画段階環境配慮書の送付 

配慮書とは、事業を行う位置や規模等の検討を行う早い段階において、環境保全のための適正な配慮に

ついて検討し、その結果をまとめた図書のことであり、以下のフロー図に沿って、皆さまのご意見を頂い

た上で手続きを進めます。 
 

 

 

 

 

 

 配慮書を作成する際には、事業の位置、規模等に関する複数案の検討を行うとともに、対象

事業の実施が想定される地域の生活環境、自然環境などに与える影響について、地域の環境

をよくご存じの地方公共団体などの意見を取り入れるよう努めることとされています。 

 事業者は、作成した配慮書の内容を方法書以降の手続きに反映させることとなっています。 

 配慮書手続きのタイミングは事業計画の検討の段階（事業の位置、規模や施設の配置、構造

などを検討する段階）を対象としているため、より柔軟な環境配慮が可能となり、効果的に

環境影響の回避、低減が図られるなどの効果が期待されています。 

 

 

「環境アセスメント制度のあらまし」（環境省、令和 5 年 8 月）より作成 



 

計画段階環境配慮書の縦覧について 

場 所 時 間 期 間 

大分県庁 生活環境部 環境保全課 

（大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

※祝日を除く 

令和８年 

8月28日(金) 

～ 

令和８年 

9月28日(月) 

大分県 日田市役所 

（日田市田島２丁目6番1号） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 

※祝日を除く 

大分県日田市 中津江振興局 

（日田市中津江村栃野2357番地1） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 

※祝日を除く 

大分県日田市 大山振興局 

（日田市大山町西大山3494番地1） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 

※祝日を除く 

熊本県庁 情報プラザ 

（熊本市中央区水前寺 6 丁目 18 番

1 号） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 

※祝日を除く 

熊本県 小国町役場 

（阿蘇郡小国町宮原 1567 番地 1） 

月曜日から金曜日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

※祝日を除く 

九州電力㈱日田水力センター 

（日田市天瀬町女子畑 707 番地 2） 

月曜日から金曜日：午前 9 時～午後 5 時 

※祝日を除く 

 当社のウェブサイトでも令和８年 9 月 28 日（月）までご覧になれます。

（https://www.kyuden.co.jp/news/notice.html） 

 配慮書について、環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、当社宛に所定の様式にて郵送により 

令和８年 9 月 28 日（月）（当日消印有効）までにお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・意見書の提出先 

九州電力株式会社 地域共生本部 

環境管理・保全グループ 

〒810-8720 福岡市中央区渡辺通二丁目１番 82 号 

TEL 092-726-1531 

受付時間：午前９時～午後５時 

 ※土曜日、日曜日、祝日を除く 
 


